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胡
蝶
蘭
の
生
産
・
加
工
・
販
売
を
夫
婦
で
始

め
て
、
ま
も
な
く
三
年
に
な
り
ま
す
。

　
胡
蝶
蘭
は
人
の
心
を
感
動
さ
せ
る
力
の
強
い

魅
力
的
な
花
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
切
花
の
ほ

と
ん
ど
が
葬
儀
に
用
い
ら
れ
、
小
売
店
で
見
か

け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
ど
も
は
花
束
な
ど
で
胡
蝶
蘭
の
新
し
い
使

い
方
を
提
案
し
、
高
級
感
が
あ
り
誰
で
も
気
軽

に
使
え
る
花
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
胡
蝶
蘭
の
花
束
と
い
う
今
ま
で
に
な
か
っ
た

商
品
を
通
し
て
贈
り
贈
ら
れ
、
人
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
こ
と
が
自
分
の
喜
び
に
な
り
、
そ
の
場

面
に
い
た
人
全
員
が
喜
び
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う

な
花
贈
り
の
文
化
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
使
命

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
農
業
は
作
物
を
出
荷
す
る
一
次
産
業
で
す

が
、
そ
こ
に
感
動
や
喜
び
、
健
康
な
ど
無
形
の

付
加
価
値
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
の

三
次
産
業
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
三
次
産
業
の
農
業
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
実
現
す
る
こ
と
で
、
若
い
人
が
農
業
っ
て
カ

ッ
コ
い
い
と
思
っ
て
、
農
業
に
興
味
を
持
つ
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
は
難
し
い
こ
と

で
す
が
、と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
も
っ
と
成
長
で
き
る
よ
う
に
、
様
々
な
人
と

の
出
会
い
を
通
し
て
色
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青空の下、二人で現場を切り盛りしています
オリジナルの花束と花束・花瓶セット

新
し
い
農
業
へ
の
挑
戦

エ
イ
ビ
ッ
ク
洋
蘭
園（
香
取
市
八
日
市
場
）

東
村  

壮
大
郎 

さ
ん

新
規
就
農
者
〜
ご
紹
介
〜







かとり農業委員会だより 平成２６年１月（４）

　「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ

り
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

農
業
に
と
っ
て
大
き
な
変

革
の
年
が
始
ま
り
ま
す
。

　
政
府
は
環
太
平
洋
経
済

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交

渉
を
に
ら
ん
だ
農
政
見
直

し
の
政
策
を
決
定
し
ま
し

た
。
農
業
へ
の
参
入
促
進

や
農
地
利
用
の
効
率
化
な

ど
を
図
る
た
め
の
農
地
中

間
管
理
機
構
の
設
置
、
コ

メ
の
生
産
調
整
の
段
階
的

廃
止
、
農
地
や
水
路
な
ど

の
維
持
を
目
的
と
し
た
日

本
型
直
接
支
払
制
度
の
創

設
、
こ
の
先
十
年
間
で
農

業
・
農
村
所
得
を
倍
増
さ

せ
る
戦
略
等
々
内
容
を
理

解
す
る
だ
け
で
一
苦
労
で

す
。

　
香
取
市
に
お
い
て
は
、

新
規
参
入
者
も
増
え
る
な

ど
新
し
い
動
き
も
あ
り
ま

す
。

　
農
業
委
員
も
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
、
皆
さ
ん
と
と

も
に
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
副
編
集
長
　
飯
森
　
茂

編
集
後
記

● ● ● お問い合わせは、香取市農業委員会またはお近くのJAへ ● ● ●

☆少子高齢化時代に強い「積立方式（確定拠出型）」の年金です。
　自ら積み立てた保険料とその運用益により将来受け取る年金額が決まるため、少子高齢化  
　が進んでも制度の安定性は損なわれません。
☆保険料は自分で選べ、いつでも見直しができます。
　保険料を自由に決められ（月額２万～６万７千円の間）、経営状況や老後設計に応じていつで
　も見直しができます。
☆終身年金で８０歳までの保障付きです。
　農業者老齢年金は、原則６５歳から生涯受け取ることができます。仮に８０歳前に亡くなられ
　た場合でも、８０歳までに受け取れるはずだった年金額を死亡一時金として支給します。
☆税制面で大きな優遇措置があります。
　支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税が節税になります。
☆手厚い政策支援（保険料の国庫補助）があります。
　認定農業者で青色申告をしている方やその方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方な
　ど一定の要件を満たす方（４０歳未満）には、保険料の国庫補助（月額最高１万円）があります。

①国民年金の第１号被保険者で、
②年間６０日以上農業に従事している
③６０歳未満の方ならどなたでも加入できます。
配偶者や後継者など家族農業従事者の方も加入できます。

農業者年金へは、

～しっかり積み立て、がっちりサポート　安心で豊かな老後を～

金担い 手 立積 年国が支え
る 安心が大

きくなる

[愛称]

☆あなたの老後生活への備えは十分ですか？
☆年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です！
☆老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です！

農業者年金 に加入しませんか

農業に従事する方なら広くご加入いただけます

農業者年金のメリット


